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保
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ま
ず
自
分
や
家
族
が
加
入
し
て

い
る
保
険
の
補
償
範
囲
を
確
認
し

た
う
え
で
自
転
車
事
故
賠
償
を
カ

バ
ー
で
き
る
保
険
に
加
入
し
ま
し

ょ
う
。 

ネ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
で
申
込
み

で
き
る
も
の
も
、
家
族
全
員
ま
と
め

て
カ
バ
ー
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

お
近
く
の
自
転
車
販
売
店
で
も

申
込
み
出
来
ま
す
。 

    

保
険
に
入
っ
て
い
な
く
て
も
罰

則
（
罰
金
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
未
加
入
で
も
し
事
故
を

起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら
被
疑
者
に

賠
償
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

逆
に
、
事
故
に
遭
っ
た
の
に
相
手
が

未
加
入
で
賠
償
能
力
が
な
か
っ
た

ら
悲
惨
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。 
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みんなでつくろう緑の江古田 

４
月
か
ら
、
東
京
都
で
自
転
車
に
乗
る
な
ら
ば
「
自
転
車
保
険
の
加
入
」
が
「
義
務
化
」
に

な
り
ま
し
た
。
普
段
自
転
車
に
乗
る
皆
さ
ん
、
ご
存
じ
で
し
た
か
？ 

自
転
車
は
、
通
勤
や
通
学
、
買
い
物
な
ど
手
軽
に
使
え
、
交
通
手
段
と
し
て
生
活
に
密
着
し

た
身
近
な
乗
り
物
で
す
。
そ
の
一
方
で
自
転
車
に
関
す
る
事
故
の
多
発
、
一
部
自
転
車
利
用
者

に
よ
る
身
勝
手
な
交
通
の
妨
げ
と
な
る
自
転
車
放
置
な
ど
も
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。 

自
転
車
と
歩
行
者
に
よ
る
事
故
に
よ
っ
て
、
数
千
万
円
単
位
の
高
額
な
賠
償
と
な
る
事
例
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
は
運
転
免
許
不
要
で
誰
で
も
乗
れ
る
と
は
い
え
「
車
両
」
で
あ
る

意
識
を
持
ち
、
交
通
ル
ー
ル
を
順
守
し
て
安
全
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

自
転
車
保
険
に
加
入
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
？ 

自
転
車
保
険
に
加
入
し
な
い
と

罰
則
は
あ
る
の
？ 



(2) 

 
い
っ
こ
う
に
減
ら
な
い
特
殊
詐

欺
被
害
。
現
状
を
野
方
警
察
署
の

「
ふ
れ
あ
い
ポ
リ
ス
」
に
聞
い
て
み

ま
し
た
。 

野
方
警
察
署
管
内
で
の
今
年
１

月
～
５
月
に
な
っ
て
の
特
殊
詐
欺

の
被
害
件
数
は
２５
件
。
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
増
え
て
い
る
そ
う
で

す
。 

被
害
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
す
。 

①
カ
ー
ド
の
す
り
替
え 

１３
件 

②
カ
ー
ド
の
騙
し
取
り 

５
件 

③
オ
レ
オ
レ
詐
欺 

 
 

３
件 

④
還
付
金
詐
欺 

 
 

 

４
件 

被
害
者
は
７０
、
８０
代
の
女
性
が
多

く
、
中
に
は
４０
代
の
方
も
い
ま
す
。 

           

                     

野
方
警
察
署
で
は
次
の
よ
う
な

情
報
を
皆
様
に
提
供
し
、
注
意
を
喚

起
し
て
い
ま
す
。 

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交
換
や

還
付
金
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
の
誘
導
の
電

話
は
詐
欺
で
す
。 

●
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」「
銀
行
口

座
」「
暗
証
番
号
」
に
つ
い
て
電
話

で
聞
か
れ
た
ら
サ
ギ
で
す
！ 

※
知
ら
な
い
人
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

絶
対
に
渡
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

                     
●｢
還
付
金｣

「
給
付
金
」「
Ａ
Ｔ
Ｍ
」

「
お
金
が
も
ど
り
ま
す
」
な
ど
の

電
話
は
サ
ギ
で
す
！ 

※
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
申
請
手
続
き
は
出
来

ま
せ
ん
。
絶
対
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

最
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
便
乗
し
た
詐
欺
や
特

別
定
額
給
付
金
（
１
人
１０
万
円
の

給
付
金
）
の
詐
欺
が
出
て
い
ま
す
。

十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

                     

詐
欺
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
。 

電
話
に
は
絶
対
に
出
な
い
こ
と
。 

●
電
話
は
、
留
守
番
電
話
に
し
ま
し

ょ
う
。 

●
音
声
で
相
手
を
確
認
し
て
か
ら

受
話
器
を
取
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。 

●
相
手
が
、
お
金
の
こ
と
や
カ
ー
ド

の
こ
と
を
話
し
出
し
た
ら
、
た
め

ら
わ
ず
電
話
を
切
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 

不
審
な
電
話
な
ど
「
少
し
で
も
変

だ
な
」
と
思
っ
た
ら
警
察
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
防
犯
情
報
に
な
り
ま

す
。【
連
絡
先
】
野
方
警
察
署 

☎
（
３
３
８
６
）
０
１
１
０ 

 

区
役
所
で
は
、
詐
欺
被
害
防
止
用

の
機
器
を
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
な
か
の

区
報
７
月
５
日
号
に
掲
載
予
定 

【
問
合
せ
先
】
生
活･

交
通
安
全
係 

☎
（
３
２
２
８
）
８
７
３
６ 

自
転
車
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

野
方
警
察
署
管
内
の
今
年
１
月
～

６
月
９
日
の
人
身
事
故
１３９
件
の
う

ち
約
半
数
の
６７
件
が
自
転
車
事
故

で
し
た
。 

事
故
の
原
因
は
、
１
位
が
正
面
衝

突
で
す
。
ス
マ
ホ
を
操
作
し
な
が
ら

の
脇
見
運
転
、
音
楽
を
聴
き
な
が
ら

の
前
方
不
注
意
、
信
号
無
視
、
一
時

停
止
し
な
い
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過

ぎ
な
ど
。
そ
し
て
、
自
転
車
は
車
道

走
行
が
原
則
、
歩
道
は
例
外
で
す
。

歩
道
で
は
歩
行
者
優
先
で
す
。 

自
転
車
は
「
乗
れ
ば
車
両
。
降
り

れ
ば
歩
行
者
」
で
す
。 

乗
っ
て
い
る
と
き
は
交
通
規
則
を

守
っ
て
安
全
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

野方警察署ふれあいポリス 

    左から鈴木さん、前田さん 

特殊詐欺被害防止や高齢者と子どもの交通事故 

防止など、地域に密着した活動をされています。 

S

T

O

P
特
殊
詐
欺 

S

T

O

P
自
転
車
事
故 

警察☎１１０ 

ふ
れ
あ
い
ポ
リ
ス
に 

聞
い
て
み
た
！ 
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新
江
古
田
今
昔
（
二
七
回
） 

                             
    

    

        

 
 

                                

   

《
一
般
の
部
》 

           

《
こ
ど
も
の
部
》 

         

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

第
３
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開

催
決
定
。
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

【
問
合
せ
先
】
江
古
田
区
民
活
動
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会 

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

本
誌
１
面 

【
江
古
田
小
学
校
】
新
１
年
生
数
70

名 

 【
江
原
小
学
校
】
新
１
年
生
数
8１

名 

新
任
校
長 

根
来
郁
明 

（
墨
田
区
立 

押
上
小
校
長
よ
り
） 

 

【
令
和
小
学
校
】
新
１
年
生
数
109

名 

新
任
校
長 

小
池
隆
一 

（
上
高
田
小
校
長
よ
り
） 

新
任
副
校
長 

渡
辺
毅 

（
新
井
小
副
校
長
よ
り
） 

 【
第
七
中
学
校
】
新
１
年
生
数
１１６

名 

新
任
副
校
長 

関
山
一
樹 

（
中
野
中
副
校
長
よ
り
） 

夏
の
風
物
詩
。大
人
も
子
ど
も
も

老
若
男
女
楽
し
め
る
盆
踊
り
は
、お

盆
の
時
期
に
亡
く
な
っ
た
方
々
を
供

養
す
る
た
め
の
行
事
で
す
。 

今
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
の
為
、江
古
田
地
区
の
盆
踊

り
大
会
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

 

    

 

優秀賞「北野神社に春が来た」 
水本 太陽さん 

 

令

和

２

年

度

小

中

学

校 

第
２
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

 

＠
Ｅ
ｇ
ｏ
ｔ
ａ 

結
果
発
表 

 

最優秀賞「江古田 四季」 
山口 エリさん 

西武新宿線(中井駅～野方駅間)連続立体交差事業の事業期間が令和 8年度に延長されました 
拠点整備担当／９階☎（3228）8827 FAX（3228）8943 
この区間の連続立体交差事業は、都(事業主体)と区、西武鉄道が連携

して鉄道を地下化することで、踏切をなくし、交通渋滞を解消するため
に進められています。このたび、事業に必要な用地の取得状況などから
事業期間が 6年延長され令和 8年度となりました。今後も 3者の協力に
より、連続立体交差事業を早期に実現できるよう取り組んでいきます。 
なお、連続立体交差事業をきっかけとした沿線のまちづくりは、地域

のみなさんとの協働により着実に進めていきます。 
連続立体交差事業や事業期間の変更についての問合せ先 
東京都建設局道路建設部鉄道関連事業課 ☎（5320）5334 

新
青
梅
街
道 

 
 

新
青
梅
街
道
は
、「
石
神
井
街
道
」

と
呼
ば
れ
た
「
江
戸
道
」
に
沿
っ
て

造
ら
れ
た
道
路
で
、
昭
和
初
期
に
こ

の
一
帯
が
区
画
整
理
さ
れ
る
と
共

に
、
正
式
に
放
射
道
路
と
し
て
計
画

設
計
線
と
な
り
、
府
道
４４
号
線
か
ら

都
道
補
助
７６
号
線
と
し
て
部
分
的

に
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
屈
曲
や

未
完
成
部
分
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
道
路
の
下
に
は
、
東
京
の 

水
瓶

み
ず
が
め

で
あ
る
山
口
、
村
山
の
両
貯
水 

池
か
ら
東
村
山
浄
水
場
を
経
て
、
東

京
市
内
に
通
じ
る
直
系
２．４
ｍ
の
水

道
本
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
最
初
の
内
は
「
新
水
道
道
路
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
１２
年
当
時
、
地
元
の
山
崎
氏

が
新
し
い
道
路
の
完
成
を
記
念
に

こ
の
道
の
両
側
に
サ
ク
ラ
を
植
え

た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
で
は
江
古
田

周
辺
が
中
野
通
り
や
哲
学
堂
、
新
井

薬
師
と
共
に
サ
ク
ラ
の
名
所
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

サ
ク
ラ
以
外
に
も
プ
ラ
タ
ナ
ス
、

（
和
名 

ス
ズ
カ
ケ
ノ
キ
）、
モ
ミ
ジ

バ
フ
ウ
、
ト
ウ
カ
エ
デ
等
街
路
樹
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

昭
和
１２
年
、
水
道
管
埋
設
工
事

中
に
江
古
田
大
橋
付
近
で
発
見
さ

れ
た
植
物
化
石
層
に
よ
り
「
江
古

田
植
物
化
石
層
」
と
し
て
当
時
の

気
候
等
の
研
究
も
進
め
ら
れ
ま
し

た
。 

 

戦
後
、
部
分
的
な
開
通
部
分
に

は
バ
ス
が
通
じ
、
交
通
面
で
も
便

利
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭

和
３５
～
３６
年
頃
ま
で
は
一
般
に

は
「
改
正
道
路
」
と
い
う
通
称
で

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

境
界
も
こ
れ
ま
で
は
河
川
や
自

然
条
件
に
よ
り
分
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
新
住
居
表
示
で
は
、
こ

の
道
路
を
境
に
し
た
部
分
を
多
く

見
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
際
し
て

昭
和
３９
年
に
全
通
し
、
都
道
４４０

号
落
合
井
草
線
に
な
り
、
通
称
は

「
新
青
梅
街
道
」
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
「
新
青
梅
街
道
」
は
新
宿

区
の
西
落
合
か
ら
、
西
多
摩
郡
瑞

穂
町
箱
根
ヶ
崎
に
至
り
ま
す
。 

 

最
近
の
住
宅
増
加
に
伴
い
急
増

す
る
雨
水
や
汚
水
に
対
応
し
て
、

下
水
排
水
管
と
し
て
「
第
二
妙
正

寺
川
排
水
管
」
も
こ
の
道
の
下
に

埋
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

江
古
田
地
域
ニ
ュ
ー
ス 

平
成
十
四
年
五
月
号
か
ら 

 
 

 
 

 
 

岩
淵
文
人 

文 

  

盆

踊

り

に

つ

い

て 
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編

集

後

記 
 

一
昨
年
か
ら
「
モ
ミ
ジ
」
を
種
か

ら
育
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
近

く
の
知
人
た
ち
か
ら
情
報
を
得
な

が
ら
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
。
種
を

冬
眠
（
冷
蔵
庫
に
保
管
）
さ
せ
て
か

ら
春
に
植
え
た
り
、
準
備
な
し
で
植

え
た
り
と
、
昨
年
は
失
敗
。
今
年
は

隣
家
の
庭
に
種
が
い
っ
ぱ
い
つ
い

て
い
る
モ
ミ
ジ
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
ご
主
人
に
お
願
い
を
し
て
種
を

沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

２
月
下
旬
に
植
え
た
５
鉢
の
内
、

１
鉢
か
ら
４
月
初
旬
、
芽
が
出
て
き

ま
し
た
。
２
枚
出
た
葉
の
形
が
い
つ

も
見
て
い
る
モ
ミ
ジ
と
違
う
た
め
、

ま
た
雑
草
が
で
て
き
た
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
数
日
経
つ
と
形
の
違
う

次
の
葉
が
２
枚
。
こ
れ
は
モ
ミ
ジ
の

形
を
し
て
い
る
。
同
じ
一
本
の
苗
か

ら
出
た
計
４
枚
の
葉
で
確
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

喜
び
勇
ん
で
写
真
を
撮
り
、
こ
の
文

章
を
作
成
し
て
い
る
時
、
知
人
か
ら 

電
話
。
「
モ
ミ
ジ
の
苗
が
出
た
の
で

取
り
に
き
て
」 

 

１２
本
の
苗 

と
大
き
め
な 

鉢
を
い
た
だ 

い
て
「
最
良 

の
一
日
」
を 

自
転
車
で
味 

わ
い
な
が
ら
帰
宅
し
ま
し
た
。 

〔
八
木
沢 

記
〕 

   

■
高
齢
者
熱
中
症
対
策
事
業 

 

暑
い
日
は
、
ふ
れ
あ
い
の
家
で

涼
み
ま
せ
ん
か
？ 

７
月･

８
月･

９
月
は
、
冷
た
い

麦
茶
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

【
問
合
せ
】
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の 

家
（
中
野
区
江
古
田
１-

９-

24
） 

☎
（
３
９
５
４
）
６
７
５
５ 

 

 

■
七
夕
イ
ベ
ン
ト 

【
日
時
】
７
月
５
日
（
日
） 

午
前
１１
時
～
午
後
３
時 

【
場
所
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

１
階
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

【
内
容
】
「
あ
い
う
え
お
み
せ
」
展

示
会 

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
の
子
ど
も

達
や
大
人
が
制
作
。
ミ
ニ
チ
ュ
ア

商
店
街
の
最
新
作
を
初
公
開
。 

７
月
４
日
（
土
）
13
時
か
ら
、

笹
の
葉
に
願
い
事
を
書
け
ま
す
。 

今
年
は
、
江
原
町
二
丁
目
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
通
り
商
友
会
の
七
夕
祭

り
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

 

■
千
羽
鶴 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息 

を
願
っ
て
、「
折
鶴
」
を
沢
山
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
７
月
中

旬
よ
り
１
階
に
て
展
示
し
ま
す
。 

■
平
和
の
バ
ト
ン 

読
書
を
通
じ
て
心
を
育
み
、
多
く

の
世
界
を
知
る
こ
と
も
平
和
へ
の

一
歩
と
考
え
「
読
ん
で
つ
な
が
る
心

の
バ
ト
ン
」
と
題
し
て
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
向
け
た
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
作
成
し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
地
域
の
皆
様
か
ら
読
ん

で
お
も
し
ろ
か
っ
た
本
、
心
に
響
い

た
本
、
お
気
に
入
り
の
本
等
を
絵
や

文
章
で
伝
え
る
読
書
郵
便
（
は
が
き

サ
イ
ズ
の
紹
介
カ
ー
ド
）
を
募
集
し

ま
す
。
皆
様
の
お
す
す
め
の
一
冊
を

た
く
さ
ん
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
・
HP
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

【
募
集
期
間
】
８
月
８
日
（
土
）
～ 

９
月
４
日
（
金
） 

【
問
合
せ
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会 

☎
本
紙
１
面 

  

■
集
会
室
等
使
用
の
新
た
な
ル
ー
ル 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
に
伴
い
、
集
会
室
を
利
用

す
る
と
き
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

・
利
用
人
数
は
推
奨
定
員
の
半
分 

・
30
分
間
ご
と
に
５
分
間
の
換
気 

・
使
用
前
後
の
室
内
の
清
掃･

消
毒 

・
利
用
者
全
員
の
氏
名
等
記
入 

マ
ス
ク
着
用
、
手
の
消
毒
、
身
体

的
距
離
の
確
保
（
１
ｍ
～
２
ｍ
） 

※
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

■
集
会
室
の
抽
選
会 

８
月
・
９
月
利
用
分  

７
月
20
日
（
月
） 

地
元
団
体 

８
月
分 

９
時
か
ら 

 
 
 
 
 

９
月
分 

10
時
30
分
か
ら 

一
般
団
体 

 

８
月
分 

13
時
30
分
か
ら 

 

９
月
分 

14
時
か
ら 

【
問
合
せ
】
江
古
田
区
民
活
動
セ

ン
タ
ー
☎(

３
９
５
４)

６
８
１
１ 

  

60
歳
以
上
の
区
民
の
方 

各
会
場
先
着
14
人
ま
で 

①
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

７
月
２８
日 

毎
月
第
４
火
曜
日 

☎(

３
９
５
４)

６
８
１
１ 

②
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家 

７
月
１７
日 

毎
月
第
３
金
曜
日 

☎(

３
９
５
４)

６
７
５
５ 

③
松
が
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ 

７
月
２２
日 
毎
月
第
４
木
曜
日 

☎(

５
３
８
０)

５
７
６
１ 

参
加
費 

９
０
０
円 

て
ぬ
ぐ
い
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
事
前
予
約
受
付
無
し
、
予
約
受

付
は
、
①
②
当
日
９
時
か
ら
会
場

へ
、
電
話
の
み
受
付
。 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

③
当
日
９
時
か
ら
窓
口
受
付
、 

９
時
半
か
ら
電
話
受
付
も
可
。 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分 

  

【
北
部
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
】 

所
長 

 

杉
本 

兼
太
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

積
極
的
に
地
域
に
飛
び
出
し
、 

多
く
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
い
な
が

ら
信
頼
関
係
を
築
い
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

【
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
】 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
推
進
担
当 

係
長 

三
浦 

正
貴 

 

【
江
古
田
地
域
事
務
所
】 

赤
山 

俊
之
介 

   

     

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家 

 

も

よ

お

し

案

内 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
為
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催

が
中
止
や
延
期
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

開
催
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
Ｈ
Ｐ
や
各
催
し
物
の
担
当

へ
電
話
で
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

三
浦
正
貴 

  

赤
山
俊
之
介 

４

月

か

ら

の

新

職

員 

紹 

介 
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

運

営

委

員

会 

集

会

室

に

つ

い

て 

８
月
号
は
８
月
５
日
発
行
予
定 
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